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年譜・著作目録
〈年 譜〉
１９３１年１０月 台湾高雄市に生まれる
１９４４年４月 高雄第一高等女学校入学、屏東高等女学校に転校。
１９４５年１月 台湾内にて高雄州高樹に疎開。８月終戦。屏東高等女学校に復学。
１９４６年３月 沖縄に直行できず、佐賀高等女学校に編入。２～３ヶ月後沖縄に引き揚
げ、糸満高等学校に編入。
１９４８年３月 同校卒業。
１９５０年４月 琉球政府奨学生として東京学芸大学２部２年課程専攻入学。
１９５２年３月 同大学卒業。那覇商業高等学校 英語教員に就任。
１９５３年７月 ガリオア基金奨学金により米国ミシガン大学留学のため渡米。ミルスカ
レッジでオリエンテーション。９月よりミシガン大学３年編入。
１９５５年６月 ミシガン大学卒業（英語学学士＝BA）ミシガン大学大学院言語学研究科
修士課程進学。
１９５６年６月 同課程修了（言語学修士＝MA）
１９５７年１０月 米国太平洋諸島信任統治領ヤップ島にて教員養成専門家となる。（至る
１９６１年６月）
１９６２年９月 ミシガン大学大学院言語学研究科博士課程進学。
１９６３年９月 ミシガン大学極東言語文学科日本語（非常勤）講師（至る１９７２年６月）
１９６６年６月 ハワイ大学ミクロネシア派遣米国平和部隊訓練プログラムアシスタント
コーディネータ（夏季休暇中のみ 至る１９６６年９月）
１９７０年１２月 ミシガン大学大学院修了（至る１９７１年６月） 博士号取得（言語学博士
＝Ph.D）
１９７１年１月 同大学極東言語文学科日本語助教授
１９７２年，７３年，７４年，８０年いずれも６月～８月（１０週間）ミドルベリー大学日本語夏期
集中講座主任
１９７２年９月 オハイオ州立大学助教授（至る１９７５年６月）
１９７５年７月 オーストラリアアデレード大学アジア研究センターレクチャラー（至る
１９７８年１月）
１９７８年２月 オーストラリア国立大学アジア学部日本語科レクチャラー（至る１９７９年
１月）
１９７９年２月 オーストラリア国立大学特別集中コースディレクタ （ー至る１９８０年１月）
１９８０年２月 オーストラリア国立大学アジア学部日本語科シニアレクチャラー（至る
１９８７年１０月）
１９８５年６月 国際交流基金フェロー、国研客員研究員等にて研究活動。（６ヶ月間のみ）
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１９８７年１１月 広島大学教育学部教授（至る１９９０年３月）
１９８９年９月 米国メリーランド大学アジア地区日本語教育コーディネータ兼務（至る
２００１年１２月）
１９９０年４月 名古屋大学文学部教授兼言語文化部教授（至る１９９３年９月）
１９９３年１０月 国際基督教大学教授（至る１９９７年４月）
１９９７年４月 名古屋外国語大学教授（至る２００７年３月）
２００２年４月 名古屋外国語大学国際交流部長兼任（至る２００７年３月）
２００７年４月 名古屋外国語大学名誉教授
〈著作目録〉
◇著書
１）「オーストラリアの日本語教育機関」（辞書）（共著）昭和５７年５月『日本語教育事典』
大修館 pp．７１０‐７１１
２）「外来語の形成とその教育」（共著）平成２年４月 『日本語教育教師養成参考書１６』
国立国語研究所（１７４頁）
３）「オーストラリア・ニュージーランドにおける日本語教育概観」（単著）平成３年１０
月『日本語教育の現状と課題』上野田鶴子編（講座日本語と日本語教育第１６巻）明
治書院 pp．９２‐１００
４）「日本語教育方法論」（単著）平成４年９月『日本語教育学教職科学講座２５』（奥田邦
男編）福村出版 pp．２３‐３２
５）「外来語分析の課題－規則性と例外について」（共著）平成４年１０月『日本語研究と
日本語教育』名古屋大学出版会 pp．２３７‐２５０
６）「オーストラリアの言語政策」（単著）平成７年３月『日本語教育の課題』（飛田良文
他編）東京堂 pp．２８５‐２９８
７）「日本語教育とその環境－太平洋島嶼地域における－」（共著）平成１０年 財団法人
笹川平和財団島嶼国基金（１５１頁）
８）“Audio Tapes for the Shinsho Library: Self‐Study Reading Materials”（共著）平成１４年
Learning Japanese in the Network Society Ed. by K. Nakajima. University of Calgary Press.
2002. pp．123-144.
９）「日本語学習者の多様化とニーズ研究の変遷」（単著）平成１５年３月 『日本語総合
シラバスの構築と教材開発指針の作成』論文集代１巻『日本語総合シラバスの構築
に向けて』独立行政法人国立国語研究所
１０）「新版 日本語教育事典」（共著）平成１７年『新版 日本語教育事典』大修館 日本
語教育学会編
◇学術論文
１）「文字の指導法」（単著）平成１７年『講座・日本語教育学 第４巻 言語学習の支援』
第３節文字の指導法 p．１１３‐１３２ スリーエーネットワーク
２）“English Loanwords in Japanese”（単著）昭和５２年９月 Journal of the Association of
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Teachers of Japanese, Vol. VII, No.2 & 3 pp.149-173
３）“Aspects of UCHI constructions”（共著）昭和５４年１２月 Papers in Japanese Linguistics,
Vol.6 University of Southern CAL.pp.51-86
４）「オーストラリアにおける日本語研究の概要」（単著）昭和６１年１１月 「日本語学」１１
号 pp．４‐８
５）「英国国民にとっての日本語のギタイ語」（単著）昭和６３年９月 広島大学教育学部
紀要 pp．１７８‐１８２
６）「学習者の多様性に応えるオーストラリアの日本語教育の実態」（単著）昭和６３年１１
月「日本語教育」６６号 pp．１５１‐１６４
７）「外来語の促音化について」（単著）平成元年３月「留学生日本語教育に関する理論
的・実践的研究（）」広島大学教育学部 pp．１‐７
８）５０分ひらがな導入法－「連想法」と「色つきカード」の比較（共著）平成元年１１月
「日本語教育」６９号 pp．１１０‐１２５
９）英語話者による日本語の韻律的意味の表出（共著）平成２年３月 広島大学日本語
教育学科紀要１ pp．４９‐６０
１０）日本語の「韻律的意味の認知（英語話者による）」とその音響的特徴（共著）平成２
年１２月「言語習得と異文化適応に関する理論的・実践的研究（３）」広島大学教育大
学 pp．１１５‐１２０
１１）“Do You Say /doQgu/or /doQku/ for Dog?:Voicing Variation of Obstruents Observed in
Loanwords in Japanese”（単著）平成３年７月 Japan and the World‐Social, Political and
Economic Change,Vol.3 (Proceedings of the JSAA Seventh Biennial Conference) The
Australian National University pp．１３０‐１３６
１２）“Prosodic Politeness Features in Japanese and English speaking Learners of Japanese”
（共著）平成３年７月 同上 pp．１１９‐１２２
１３）「外来語に見られる日本語化規則の習得－英語話者の調査に基づいて－」（共著）平
成３年７月「日本語教育」７４号 pp．４８‐５９
１４）「パーソナルコンピュータ による日本語の韻律知覚の指導」（共著）平成４年１１月
「日本語教育」７８号 pp．７９‐９１
１５）「平成七年国語国文学会の展望」（日本語教育）（単著）平成８年『文学・語学』１５３
号 pp．８９‐９０
１６）「多言語島嶼国家の言語政策－ミクロネシア連邦を中心に－」（単著）平成１０年『名
古屋外国語大学研究紀要第１８号』pp．１６‐３６
１７）「オーストラリアの多文化主義の理念と言語政策」（単著）平成１１年『名古屋外国語
大学研究紀要第１８号』pp．２９‐５４
１８）“Perception of Foreign Words and Strategies for Creating Loanwords in Japanese: an analysis
based on some experimental data of English, Chinese, and Korean Speakers.”（共著）平成１１
年２月『第２言語としての日本語の習得に関する総合的研究』（平成８年度－平成１
０年度科研費成果報告書）pp．４２‐５６
１９）「中間言語における外来語アクセントの形成と日本人話者による評価」（共著）平成
１１年２月『第２言語としての日本語の習得に関する総合的研究』（平成８年度－平成
１０年度科研費成果報告書）pp．２７９‐２９６
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２０）Acquisition of Japanization Rules in Loanwords: A Case of English and Non English Speakers.
（共著）平成１１年２月『第２言語としての日本語の習得に関する総合的研究』（平成
８年度－平成１０年度科研費成果報告書）pp．９７‐１１１
２１）「記憶と文字教育（単著）平成１５年６月『日本語文学第１７輯』韓国日本語文学会 pp．１
‐１６．
２２）「外来語の表記に求められる原音主義の妥当性について－個人差の要因の検討か
ら－」（単著）平成１８年３月『第三回日本語・日本語教育学会論文集』イタリア日本
語教育協会 The Third Conference on Japanese Language andJapanese Language Teaching,
Proceedings of the Conference. pp．１３０‐１３８．
◇研究助成または補助を受けたもの
１）「英語話者による日本語の「韻律的意味」の認知」（共著）平成元年１０月「日本語音
声における韻律的特徴の実態とその教育に関する総合的研究」（中間報告）平成元年
度科学研究費補助金重点領域研究（１） pp．２９‐３０
２）「日本語音声教育の社会言語学的言語工学的研究（１）」（共著）平成２年１月 同上
pp．１０６‐１１４
３）「日本語音声の知覚診断・訓練プログラム（共著）平成２年１０月「日本語音声におけ
る韻律的特徴の実態とその教育に関する総合的研究」平成二年度科学研究費補助金
重点領域研究（５） pp．１１５‐１２０
４）「日本語音声教育の社会言語学的言語工学的研究（２）」（共著）平成２年１２月「日本
語音声における韻律的特徴の実態とその教育に関する総合的研究」 平成二年度科
学研究費補助金重点領域研究（１） pp．１１９‐１２３
５）「日本語音声教育の社会言語学的言語工学的研究（３）」（共著）平成３年１月「日本語
音声における韻律的特徴の実態とその教育に関する総合的研究」平成三年度科学研
究費補助金重点領域研究（１） pp．１４１‐１４４
６）「感情とていねいさを伴う日本語音声のイメージとその物理的特徴」（共著）平成３
年１０月「日本語音声における韻律的特徴の実態とその教育に関する総合的研究」（中
間報告）平成三年度科学研究費補助金重点領域研究（５） pp．１２２‐１２７
７）「日本語韻律知覚訓練のための CAI 用モデル発話の作成」（共著）平成４年９月
「日本語音声教育の社会言語学的言語工学的研究」平成四年度科学研究費補助金重点
領域研究（２） pp．２３‐５１
８）“Prosodic Politeness Features in Japanese and English Speaking Learners of Japanese”（共著）
平成４年９月 Sociolinguistic and Language Technology Study of Japanese Speech Sounds,
Reports of Research Supported by the Ministry of Education Grant-in-Aid for Scientific
Research In Priority Areas pp．７７‐８７
９）感情を伴う発話の韻律的特徴－情報提供に応答する「そう」の場合－（共著）平成
５年２月「日本語音声と教育」（日本語音声）研究成果刊行書 pp．４２‐５２
１０）日本語教育のための外来語支援 CALL システムの開発・研究（共著）平成５年３月
平成２～４年度文部省科学研究費補助一般研究(B)報告書 pp．１‐１１１
１１）日本語学習者を対象とした読書支援システムの開発（共著）平成１０年８月『人文科
学とコンピュータ』平成９年度 文部省科学研究費重点領域研究 研究代表者及川
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昭文 公募研究（テキスト処理班）pp．１‐１４
１２）第２言語としての日本語の習得に関する総合研究（共著）平成１１年２月 平成８～
１０年度文部省科学研究費補助金 基盤研究(A)研究成果報告書
１３）『外国語学習における独習型読解支援システムの開発と利用に関する基礎的研究』
（共著）平成１５年４月（平成１１年度―平成１４年度科学研究費補助金 基盤研究(B)（２）
研究成果報告書 研究代表者 鈴木庸子）課題番号１１４８００３９
１４）「韓国の高校生のための連想法によるひらがな学習教材（４６枚の絵カード）」（共著）
平成１７年１月 科学研究費補助金（基盤研究 B)「連想法による韓国語母語話者用ひ
らがな学習教材のための基礎的研究」による研究である。
◇その他の報告書
１）Report for the Evaluation of the Japanese Language Project at the University of the South Pa-
cific,（共著）平成９年 平成八年度財団法人笹川平和財団太平洋島嶼基金委託（３０頁）
２）人的交流推進への課題（単著）平成１３年３月『国際シンポジウムパシフィック・ウェ
イの共有－２１世紀における太平洋国家の連帯－』太平洋諸島地域研究所 pp．６４‐７２
３）(Video Tape) Teaching Hiragana in 48 minutes−THE JAPAN FORUM WITH PROFESSOR
HIROKO C.QUACKENBUSH（単著）平成６年１２月 Planned by The Japan Forum with
Hiroko C. Quackenbush, Produced by Procom Japan, and Supported by Kodansha Ltd.Publish-
ers
◇その他
１）「変わるヤップの人たちの暮らし」（単著）平成１５年『オセアニア』２００３前期号
No．６９． 日本オセアニア交流協会。pp．１‐３
◇教科書
１）Katakana in 48 minutes, CurriculumDevelopmentCentre,CanberraA.C.T.1989(withMOhso)
Forward and 2 sets of 46 pictures and stories. 昭和５８年１２月
２）Katakana in 48 minutes, Curriculum Development Centre, Canberra A.C.T.1989 (with S.Ikeda)
Forward and 2 sets of 46 pictures and stories. 平成元年３月
３）Kodansha Nihongo Folktale Series: Hiroko C. Quackenbush,General Editor
１）Momotaro,２）Runaway Rice Balls，３）Grateful Crane,４）Animal Fables,５）The Story of
Snow White,６）Cinderella. Kodansha International. 1993. 31pages each 平成５年３月
４）Hiragana/katakana in 48 minutes:teacher guide, Curriculum Corporation, Vic. Australia. 1999.
74 pages 平成１１年
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